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い
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ょ
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市

民

伝

言

板

ま

ち
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選
句
協
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俳
句
連
盟
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渦
巻
い
て
グ
ラ
ン
ド
駆
け
る
花
の
塵　

上
日
出
谷　

押
川
孝

日
燒
け
止
め
た
っ
ぷ
り
塗
っ
て
草
を
引
く　

泉　
　

小
柏
キ
ヨ

川
沿
の
夜
桜
映
え
る
道
灯
り　
　

鴨
川　

春
日
千
代
子

雨
に
濡
れ
さ
ら
に
撫
で
肩
糸
桜　

朝
日　

大
野
君
子

白
銀
の
光
り
と
な
り
し
放
ち
鮎　

坂
田　

小
林
茂
之

神
の
径
ふ
ち
ど
る
花
と
赤
鳥
居　

若
宮　

岩
田
哲
明

春
の
風
邪
厨
に
夫
の
刻
む
音　
　

泉　
　

山
崎
洋
子

草
餅
の
包
み
に
掛
け
て
赤
い
紐　
　

坂
田　

小
宮
山
勝

花
宴
よ
く
ぞ
日
本
に
生
ま
れ
け
り　

加
納　

髙
橋
眞
次

添
ひ
得
て
も
や
が
て

る
る
花
筏　

泉　

柴
田
靖
子

隣
家
の
明
る
き
男
子
卒
業
す
含
羞
な
が
ら
頭
下
げ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日　
　
　
　

金
子
惠
子

生
垣
の
下
の
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
れ
ば
夕
日
赤
く
染
め
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　
　
　

豊
田
鈴
子

幼
子
の
小
さ
な
指
先
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
嬉
し
そ
う
に
ほ
ほ
に
ふ
れ
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
川　
　
　
　

春
日
千
代
子

広
報
に
ま
た
載
っ
た
よ
と
声
か
け
る
喜
ぶ
顔
の
母
は
今
亡
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
日
出
谷　
　

山
下
恭
子

公
園
の
ベ
ン
チ
に
凭
れ
裸
木
の
芽
吹
く
梢
の
風
を
見
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田　
　
　
　

安
中
久
遠

廃
校
に
時
の
止
ま
り
し
教
室
の
虚
ろ
の
窓
に
桜
映
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日　
　
　
　

大
野
君
子

支
え
ら
れ
リ
ハ
ビ
リ
に
耐
え
腕
癒
え
る
忘
れ
い
た
り
し
こ
の
長
閑
さ
を

泉　

外
山
ナ
ミ

応募要領

��

①
作
品
（
俳
句
は
１
人
３
句
、
短
歌
は
１
人
2

首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、
必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

④
電
話
番
号　

を
記
入
の
う
え
【
郵
送
】
【
直
接
】
ま
た
は
【
E

メ
ー

ル
】
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

�
発
　
表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10

句
、
短
歌
７
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
6

月
15

日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
8

月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。
）

6

桃園　和
わたる

ちゃん 〈下日出谷〉

私達のところに生まれてきてくれてありがと

う！ わっくんの笑顔はみんなを和ませてくれ

るよ。元気育ってね！

村上　虎
こ て つ

徹ちゃん 〈下日出谷〉

イヤイヤ期まっしぐら！でもパパママは

どこまででもお付き合いしますよ！これ

からもずーっとよろしくね♪おめでと

う！

可知　龍
りゅうのすけ

之輔ちゃん 〈北〉

お誕生日おめでとう！！もう１歳！りゅ

うちゃんはみ～んなをいつも笑顔にして

くれる♪元気に育ってくれてありがと

う！

塚本 にかちゃん 〈下日出谷〉

３歳のお誕生日おめでとう♡いつも面白いこ

とをして笑わせてくれるにかが、大好きで

す！これからも宜しくね！

･･･････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」

のあて先

〒363-8501 桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」

 または「おけがわ文芸」コーナー

Eメールhisho@city.okegawa.lg.jp

こちらからも

投稿できます

▲

文
化
財
を
訪
ね
て　
―
見
て
あ
る
記
―

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

浅
草
寺
の
観
音
と
泉
福
寺
引
船
観
音

―
漂
着
神
型
―

浅
草
寺
の
本
尊
は
、
も
と
は
川
田
谷
の
地
に

ま
つ
ら
れ
て
い
た
「
ゑ
ん
ぶ
た
ご
ん
」
の
正
観

音
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
正
観
音
は
承
平
年

中
、
荒
川
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
本
堂
と
共
に
流

失
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
が
、
そ

の
こ
ろ
宮み

や

と

が

わ

戸
川
で
網
を
ひ
い
て
い
た
友と

も
な
り成

、

浜は
ま
な
り成
、
竹た

け
な
り成
の
三
人
の
漁
夫
の
網
に
か
か
っ

て
、
し
き
り
に
御
光
を
さ
し
た
。
そ
の
霊
威
に

う
た
れ
た
兄
弟
は
、
堂
を
建
て
て
入
仏
さ
せ

た
。
こ
れ
が
浅
草
寺
の
観
世
音
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
の
引ひ

き
ふ
ね
か
ん
の
ん

船
観
音
は
、
川
越
城
主
松
平
信
綱

が
新
造
し
て
、
さ
き
の
観
音
の
旧
地
に
祀ま

つ

っ
た

市
内
に
は
多
く
の
社
寺
が
あ
り
、
人
々
に
大

切
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
寺
の
な

か
に
は
、
御
神
体
や
御
本
尊
に
ま
つ
わ
る
縁
起

や
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

民
俗
学
者
の
宮
田
登
は
神
や
仏
の
出
現
方
法

に
つ
い
て
、
天
空
飛
来
、
漂
着
神
、
土
中
出
現

と
三
つ
の
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
天
空
飛
来

と
は
神
仏
が
天
空
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
、
漂

着
神
と
は
流
れ
着
く
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
市

内
の
神
仏
を
こ
れ
ら
の
視
点
で
見
て
み
た
い
。

加
納
天
神
縁
起
に
み
る
　
―
天
空
飛
来
型
―

こ
の
縁
起
に
は
、〝
加
納
村
の
天
神
社
は
、

宝
徳
二
年
正
月
二
十
四
日
の
夜
、
社
が
震

動
し
て
森
の
中
に
光
が
あ
っ
た
。
当
時
の

別べ
っ
と
う
し
ょ
う
え
ん
し
ょ
う
に
ん

当
性
円
上
人
は
、
め
で
た
い
こ
と
の
前
兆

と
し
て
現
れ
た
不
思
議
な
現
象
を
見
た
の
で
、

翌
朝
早
く
お
参
り
す
る
と
、
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

が
神
像
を
社
に
安
置
し
て
、
あ
や
し
い
音
を
立

て
て
空
に
舞
い
、
い
ず
れ
か
去
っ
た
。
〞
と
記

さ
れ
て
い
る
（
注
1

）
。

神
像
が
現
れ
た
こ
と
を
、
社
の
震
動
や
森
の

中
の
光
な
ど
の
超
自
然
現
象
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

舞
い
上
が
っ
て
い
く
様
子
で
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
神
像
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
よ
り
天
空
か
ら
も

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
新
造
の
観
音
は
一

夜
の
う
ち
に
江
戸
か
ら
こ
の
川
上
の
地
ま
で
自

然
に
着
船
し
た
と
い
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
新
造

の
観
音
を
引
船
観
音
と
称
し
て
い
る
（
注
2

）
。

　

浅
草
寺
の
伝
承
は
、
浅
草
寺
縁
起
に
も

「
推
古
天
皇
三
六
年
三
月
一
八
日
の
早
朝
、

檜ひ
の
く
ま
の
は
ま
な
り

前
浜
成
、
竹た

け
な
り成
の
兄
弟
が
江
戸
浦
（
隅
田
川
）

に
漁

ぎ
ょ
ろ
う
ち
ゅ
う

撈
中
、
一
躰
の
観
音
様
の
ご
尊
像
を
感
得

し
た
」
と
あ
る
。
仏
像
が
水
中
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
、
祀
ら
れ
る
話
は
各
地
に
伝
わ
る
が
、
泉

福
寺
の
話
は
流
れ
出
た
所
の
話
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
引
船
観
音
は
、
江
戸
か
ら
荒
川
を
川

上
の
川
田
谷
ま
で
遡
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
通
常
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
な

の
で
観
音
様
の
強
い
意
志
を
超
自
然
的
な
こ
と

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

注
1
『
光
照
寺
』

加
藤
貴
一

平
成
3
年

注
2
『
埼
玉
県
伝
説
集
成

　
中
・
歴
史
編
』

韮
塚
一
三
郎

昭
和
四
九
年

桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

板
垣
時
夫

縁
起
や
伝
承
に
み
る
神
仏
の
出
現

加納氷川天満神社

川田谷泉福寺

　　　　　     の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと写って

いるもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日③保護者名

④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】または【Eメール】で

お送りください。（6月15日消印有効）※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載された

お子さんのご応募は、ご遠慮ください。

8月生まれ
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